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田
1

.

与式 = 3 t 5

ニ 8
m

2
.

与式 =

8 a3 b
2

6 a b

煕
3

.

与式 = x + 6 x + 9
m

4
.

1 個 x 円 のパン 7 個 → 7x 円

1 本 Y 円 のジュ ー ス 5 本 → 54 円

代金 の 合計 が 2000 円 以下 なので

7 x t 5 y ≤ 20m

代金 の 合計 が 2000 円未満 であれば
7 x t 5 y c 2000

5
.

辺 AB とねじれの 位置に

ある 辺 は

辺 BC
,
辺 CD

辺 FG ,
込GH

の 4 つである
…



6
.

Y は x に 反比例 するので Y = x c お 、

x = - 2 のときは = δ なので
a

8 =

- 2
⇒ a = - 16

よっては
て

左 のように補助線
D

を 引 く
。

/
67

?

ABT に 対 して

LADC : 月周角
∠ AOC : 中心角

より

LADC = ILAOC
= 670

□ ABCD は 円 に 内接 しているので

LADC ← LABC = 1807

よって

LC= 1800- 67

= 11
～



(別解 )

な 国 の ∠⑦ は

C⑦= 3600 - 1340

⑦ × I = 2260

m AT に 対 して

Lx = 王 × 226
~

= 113
～

8
.

相似 な 三角形 において
,

面積比 は

相似 比 に 等 しい 。 よって
OABC : ODEF = 30 : 52

= 9 = 25

:. 90 DEF =25 0 ABC

⇒ 0 DEF = VABC
よ , て
, ODEF は LABC の降億

回
1 .

x

+ 4 x t 1 は 因数分解 できないので
解 の 公式 より

- 4 ± √ 42 - 4 × 1
ー

x =

2



=一
=

- 4 ± 2
√
3

2

=
- 2 ±3
～

2
.

使用 できる 教室 の 数 を x とする
。

参加者 を 15 人 ずっにすると
,
34 人 が 入 れない

ので , 15 x t3
34人余 る

また 参加者 を 20 人 ずつにすると 14 人 の

教室 が 1つでき
,
使用 できない教室 が

1 つできるので
,

20 (x - 2 ) + 14 +
6～

～

x 個 の教室 のうち 1 つは 14 人
,

1つは 0 人

なので x - 2 個の教室 に 20 人 る
= 20 (x - 2 ) + 14

よって

15x + 34 = 20 (x - 2 ) + 14

1 5x t 34 = 20 x - 40 + 14

- 5 x = - 60

x = 12

よって 、 使用 できる 教室 の数 は2



3
.

M : 一 の 位 が □ でない 900 未満 のろけたの

自然数 。
百 の 位 が a

, + の 位 が b 一 の 位

が C なので

M = 100 a t lobt c
～

D
～

②

また
,
N = M + 99 より

N = ( 100 a t lob t C ) + 99 299 = 100 -
1

= ( 100 a t 1 ob + C ) + ( 100 - 1 )
より

= lo 0 a t lob t Ct 100 - 1
mm

となるから
「

N = 100at 100 t lObt c -
ymm

= ( OOCat )
～
tIObtc - 1
～③ ④

～

⑤

となり
N
の 百 の 位 は at 1

,
t の 位 は b 一 の

位 は C - 1 となる
。
よ。 て N の 各位 の 和はは

atl t b I C - 1 = atbecnm

となるので M の 各位 の 数 の 和 と
,
N の各位 の

数 の 和は , それぞれAt b tC となり 、 同 じ 値
になる



③
1 . 点 B を中心 として

点 A を 中心 として
{半径 AB の 円山

.

Q 半径 AB の 円

⇒ OABQ は

⇒ LABQ = 600

2
.

為正三角形

⑦

よって
、
LABQ α =等分 線 を 作国 し 辺 AC との

交点 が , 点 P である

( い )

OAPD で 三平方 の

: 定理 より

ー

3
ePAPき
\



( 2 )

D

[
申

l } の
P 3
,

Λ
⇒

; } の
0

c-
3

辺 CD を 軸 として 1 回転 させた 立体 は 上国

のようになる 。 よって 求 める 体積 は

3 × 3 × TV ×

2
③ ( 3 × 3 ×π× 1 '
～

= 18 π + 3 π

= 21 Tccmmnm

3
.

OABF CODAG に
い

⑦ 0
おいて

0
て 仮定 より

LBFA = LAGD = 90
ー

の①

ニ ロ ABCD は 正方形 なので

AB = DA 一 ②
[

∠ BAD = 90 ー ③



③ より

∠ BAF = 90 -LDAG
= 90
-

mー④
O DAG において

∠ ADG = 180- ( 90
'

+ cDAG )
～

0 = 900 - ∠ DAG
～

ー⑤
⑦

④
.
⑤ より

∠ BAF = LADG ー⑥

①
,
②

.

⑥ より 直角 三 角形 の 斜辺 と 1 つの 鋭角 が
それぞれ等 しいので
DABF ≡ ODAG (証明終わり )

毋
1

.

樹形国 で 考 えるる

B
D O

CE D-E 0

E

5 人 の 中 から 2 人 を 選ぶ 方法 は 10 通 り
。

そのうち D が 含 まれるのは 4 通
り

よて 求 める確率 は

先



2
.

( 1 )

累積度数

2

9 … 2 + 7

17 …2 +7 ← 8

30 … 2 t 7 + 8 + 13

35 … 2 + 7 + 8 + 13 +5

よって
,
累積度数 は 17 人

～

( 2 ) 最頻値 : 最 も 度数 が 大 き 階級の 階級値～
～

階級の

平均値
最 も 度数が 大 きいのは 13 人 でそのときの

階級 は 20
.

0 ～ 22 0 秒 なので 階級値は
20

.

0 +22 . 0 =2

= 21
.

0 秒
～mm



3
.

し )

中央値はアー 1 回目 より 2 回目 の 方 が 大 きいので①
正 しい
～～

イ : 最大値 は 1 回目 より 2 回目 の 方 が 大 きいので

譴誤
ウ : 1 回 目 の 範囲 : 18 - 5 = 13 回

2 回 目 の 範囲 : 20 - 8 = 12 回

よって 回 目 の 範囲の方 が 大 きいので 誤 り
m

ェ : 四分位 範囲 は 1 回目より 2 回目 の 方 が小の
ので 正 しい
～

よって 答 えはアエ
ー

( 2 ) 100 人 の 第 1 四分位数
⇒ デ ー タを 小 さ順 に 並べたときの 25番目 と

26 番目 の 生徒 の 平均値
よって 。 25 番目

の

生徒 が7 点 。 26 番目 の

生徒9 点 のとき 第 1 四分位数 は 8 点となる～
m



⑤ 1
.

Y = 2 × 52

い )

"丫"
…変 µ=ri ,

=50

よって Y の 変域 は

7 x

O ≤ Y ≤ 5mmm
1

xn変域
0

( 2 )

( 2 , 10 ) OOAC を 左国 のように

⑦
.
⑨ に 分 ける

。

0
( 0

,
9 )

( - 2
,
8 ) 点 A : x = で

,
y = 5x12

, 81 2

⑨ 凸
のグラフェにあるので

Y = 10

: . A (2
,
10 )

0

- 2 2 点 B : x = t で y = 2
x

の

グラっ 上 にあるので

Y = 2 × 2= 8

: ∴B ( 2 ,
8 )

点 C : Y = 2 x は Y軸

対称 なので

x = - 2
.
y = 8

∴ . C( -
2

,8 )



迫線 AC の 式 を Y = axtb とすると
1次関数では傾 き = 変化 の 割合 なので

Y の 増加量
A =

x の 増加量
10 - 8

=

2 - (2 ) )
=
山
2

よて y = 1 x t b で 点 A ( 2 . ) を 通 るので0

IO = I 42 tb ⇒ b = 9

よて
* ⑦ と ⑨ は 底辺が⑦= ±× 9 × 2 = 9 } 共通 で 高 さも 等 しい

⑨=±× 9 × 2 = 9 ので 積 も等山面

∴ . 0OAB =⑦ + ⑨
= 9 + 9
= 18
m



( 3 )

点 B

Y = 2 x
2 のグラフ 上 に

(- t .2
t ) ( t

.

2t ) あり x = t なので

y = 2 t ∴ B ( t
,

2t )

点 C

Y = 2 x のグラフェに
@

.τ 七
あり

,

x = - t なので

Y = 2 × (-t )
2

= 2 t:
∴

Cl - t ,
.

2t )

点 D
y = 5 x のグラェに( - t , - 5 t )

あり
,

x = -t なので

Y = - 5 t : D ( - t . 5t)

よって
BC = t ( - t ) = 2 t

CD = 2t- ( - 5 t ) = 2t + 5 t

BC : CD = 1 : 4 より

2 t : 2 tt 5 t = 1 : 4

∴ . 2
t

+ 5 t = 8 t

2 t
2

- 3 t = 0

t ( 2 t - 3 ) = 0 ⇒ t = 0
.

3
t > 0 より t夂



2
.

(り 6 分 で 390 m 進 んだので 速さは
390 ÷ 6 = 65

よって 毎分 65m
～

( 2 )

求 める 直線 の 式 を

Y = Ax t b とおく 。

1に 欠関数では 、

傾 き = 変化 の 割合
なので

,

a =

Y の 増加量

ニ

x の 増加量 ] 傾 きは 速さを表している

950 - 390 問題文 より 毎分 70 m で

14 - 6 進 んだので 傾 き = 70

としても 良 い

= T 0

よ 。 て , Y
=7oxt b でこれが ( 6

,
390 ) を 通 るので

390 = 70 × 6 t b ⇒ b = - 30

よって 求 める 式 は y = 17ox - ⑪
～～



(3 )

↓
前 田さんのグラフ

……
…
………

1370
←後藤 さんのグラフ

(速さが 毎分 2 lom なので
、

傾 きは 210 )

書館まで 残 り 280 m の 地点 で 追 いついたので
学校 から 追 いいいた 地点 の 距離 は

/650 - 280 = 1370
m

ー
105
ー

1 i

学校 後藤 さんの 前田さんの

追

x国書館280ml

衤 家 家 議/ 650 - 280 = 1370m

前 田 さんのグラフの 式 を Y = axtb とすると

傾 きが速 さを 表 しているので
,

a = 70
.

∴ は = 170 x + b でこれが ( 19
,

950 ) を通 るので

950 = 70 × 19 th ⇒ b = - 380

よって 前 田 さんのグラフの 式 は Y = 70 x - 380
.

学校 から 追 いついた 地 点

まで 1370 m なので 、

1370 = 70 x - 380



7ox = ⇒ x -1750 25

3て O……
… …

買
～

0 分 の秒遊上
後藤 さんのグラフの 式 を Y = ax bとすると
傾 きが 速 さを 表 してるので a = 210

.

よ 。 て 8 = 210 x t b でこれが ( 25 ,
1370 ) を 通 る

ので

1370 = 210 × 25 tb ⇒ b =
- 3880

よって
,
後藤 さんのグラフの 式 は Y = 210 x - 3880

.

後藤 さんの 家 は 学校 から 390 m なので

390 = 210 x - 3880

210 x = 42170 ⇒ x=⑪
よって 、 後藤 さんが 家 を 出 たのは 家 に 着 いから

- 6=等
== 14 Ʃ 17 = 14 万



五分 = 20 秒 より 14 分 20秒後
～～

(
↳

1 分 = 60 秒
2 t ⇒ ? = 60 × B= 20

5 分 = ? 秒
s

回
1
」

4 cm

1
. 4 cm × 4 cm の正方形 の 中 に

1 cm × 1 cm の 正方 形 は 16 個 ある
。

4 cm 1 cm × 1 cm の 正方形 1 個 につき
,

\ 白 タイルを 4枚使うので

4 cm × 4 cm の 正方形 に 使 う 白 タイルは
16 × 4 = 64 枚～
～

2
.

n = 5 のとき 1 cm × 1 cm の 正方形 は 25 個

できる。 黒 タイルを x
枚
, 白 タイルを

Y枚使ったとするとと

xt は = 49 ー ①{
x + 4 y = 25 ー②

必

黒 … タイルx 枚 白 タイル Y 枚で合計の 49枚

なので
,
xty = 49



② 1cm × 1cm の 正方 形 では 黒 タイルは 1枚
、

白 タイルは 4 枚使う
黒 … タイルを x枚使ったので 黒 いタイルを

貼 った 1 cm × 1 cm の 正方形 は x個

白 タイルをは 枚使ったので 白 タイルを

貼 った 1 cm × 1 cm の 正方形 は

姜個
となる

。

の ① ②× 4より

xty = 49
4 xty = 100).
- 3 x = - 51

x = 17

x = い7 を ① に 代入 して

lて t y = 49 ⇒ y = 32

よって 黒 いタイル 17枚
白
タイル 32 枚 ～～

～～



3
.

n = a のとき , 1cm × (cm の 正方形 は
A

個
できる

。

黒 タイルを b 枚使 ったので、 タイルを白
見貼 った 1 cm × 1 cm の 正方形 の 個数 は

a- b 個

である
。
白 : タイルは 1 cm × 1 cm の 正方形 1 個 に

つき 4 枚使うので 使 った 白 タイルの 枚数 は
41 a

-

b ) 枚 ～
～①

である
。

: 次 に 貼 り 方 工 を 貼 り 方 π に 変 え
mm mm

↳黒 “ タイルを b枚

⇒ 1mxmの
b 個

b 個 の 正方形 に 4枚 の 白 タイル

を 使ったので 。 使 った 白 タイルは

4 b 個

貼 り 方 を 貼 り 方 に 変 え
mm

nたエ

↳
… タイルを白 使 った
1 m × 1cmの√ a- D 個 の 正方 ” に

a
2
- b 個 1枚 の黒 タイルを 使った

ので 使った 黒 、 タイルは
a- b 枚



よって 貼 り 方 を 変 えたときのタイルの 合計はは
a' - b - 4
bm

～

= ac 3 b 枚+

《
貼 り 方 を 変 えたときの
白 タイルの 合計

貼 り 方 を 変 えたときの
黒 、 タイルの 合計

はじめに 使ったタイルの 合計はは
b + 4 ( a

2
- b ) = 4 a

2
- 3 b 枚

よって

as - 3 b = 4 a
2
- 3b-

⑪ ～

～めに使た毎枚少ない貼 り 方 を変えた

タイルの 合計 タイルの 合計

を 整理 すると式

- 3 a
2

+ 6 b = -

2252 両辺 ÷ 3

a
2
- 2 b = 75

as = 175 + 2
b

A は 2以 上 の 整数 ,
b は 1 以上 の 整数 より

a は 75 より 大 きい 数 である 。

a = 9 のとき

a
'

= 81 で θ は 75 より 大 きい 。



このとき

81 = 175 + 2 b ⇒ b = 3

b は 1 以上 の 整数 なので 適する

A = 10 のとき、

A
=

100 で θ はより大 きい 。75

このとき

100 = 175 + 2 b ⇒ b=
望

b は 1 以 上 の 整数 なので 不適

A = 11のとき

az = 121 で
a

は 75 より 大 きい 。

このとき

121 = 75 + 2b ⇒ b = 23

b は 1 以 上 の 整数 なので適 する 。

よって

最 も 小 さい A の 値 は.
その 次 に 小 さい A の 値 は～

である


